
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
九
号

失
業
保
険
法
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の

徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
労
働
省
令

の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
　
抄

失
業
保
険
法
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
三
号
）
及

び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に

失
業
保
険
法
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
七
条
、
第
八

条
第
二
項
第
三
号
、
第
十
一
条
、
第
十
四
条
第
二
号
、
第

十
五
条
、
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
第
四
項
及
び

第
二
十
八
条
の
規
定
並
び
に
失
業
保
険
法
及
び
労
働
者
災

害
補
償
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
労
働
保
険

の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第

四
十
七
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
失
業
保
険
法

及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
労
働
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

（
労
災
保
険
暫
定
任
意
適
用
事
業
に
係
る
労
災
保
険
の

任
意
加
入
の
申
請
）

第
一
条
　
失
業
保
険
法
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴

収
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
五

号
。
以
下
「
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
（
以
下
「
労
災

保
険
」
と
い
う
。
）
の
加
入
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る

事
業
主
は
、
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
八
号
。

以
下
「
徴
収
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条

第
一
項
の
申
請
書
を
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
労
働
局
長
（
以
下
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局

長
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
労
災
保
険
に
係
る
保
険
関
係
の
成
立
に
関
す
る
経
過

措
置
）

第
二
条
　
整
備
法
第
七
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場

合
は
、
同
法
の
施
行
の
際
現
に
同
法
第
二
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
五
十
号
）
（
以
下
「
旧
労
災
保
険
法
」
と

い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
以
外
の
事

業
（
失
業
保
険
法
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
三

号
。
以
下
「
失
業
保
険
法
等
の
一
部
改
正
法
」
と
い

う
。
）
附
則
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
を
除

く
。
）
に
該
当
す
る
事
業
が
、
整
備
法
第
二
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
三
条
第

一
項
の
適
用
事
業
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合
と
す

る
。

（
労
災
保
険
に
係
る
保
険
関
係
の
消
滅
に
関
す
る
経
過

措
置
）

第
三
条
　
整
備
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
労
災

保
険
に
係
る
保
険
関
係
の
消
滅
の
申
請
を
し
よ
う
と
す

る
事
業
主
は
、
徴
収
法
施
行
規
則
附
則
第
三
条
第
一
項

の
申
請
書
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
整
備
法
第
八
条
第
二
項
第
一

号
に
規
定
す
る
労
働
者
の
同
意
を
得
た
こ
と
を
証
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
労
災
保
険
に
係
る
保
険
関
係
の
成
立
及
び
消
滅
に
関

す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
の
委
任
）

第
三
条
の
二
　
整
備
法
第
五
条
第
一
項
及
び
第
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
所
轄
都
道

府
県
労
働
局
長
に
委
任
す
る
。

（
失
業
保
険
に
係
る
保
険
関
係
の
成
立
に
関
す
る
経
過

措
置
）

第
四
条
　
整
備
法
第
十
一
条
の
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合

は
、
同
法
の
施
行
の
際
現
に
同
法
第
三
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
失
業
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

四
十
六
号
）
（
以
下
「
旧
失
業
保
険
法
」
と
い
う
。
）
第

六
条
各
号
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
の
事
業
（
失
業
保

険
法
等
の
一
部
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
事
業
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
事
業
が
、
整
備
法
第

三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
失
業
保
険
法
（
以
下

「
新
失
業
保
険
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
当
然

適
用
事
業
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合
と
す
る
。

（
失
業
保
険
に
係
る
保
険
関
係
の
消
滅
に
関
す
る
経
過

措
置
）

第
五
条
　
徴
収
法
施
行
規
則
第
五
条
の
規
定
は
、
整
備
法

第
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
労
働
保
険
の
保
険
料
の

徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十

四
号
。
以
下
「
徴
収
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
規
定

に
よ
る
失
業
保
険
に
係
る
保
険
関
係
の
消
滅
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

（
有
期
事
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
労
災
保
険
に
係
る
保
険
関
係
が
成
立
し
て
い
る

事
業
の
う
ち
、
整
備
法
第
十
四
条
の
規
定
に
係
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
旧
労
災
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
料

及
び
こ
れ
に
係
る
徴
収
金
は
、
徴
収
法
の
規
定
に
よ
る

こ
れ
ら
に
相
当
す
る
労
働
保
険
料
及
び
こ
れ
に
係
る
徴

収
金
と
み
な
す
。

（
特
例
に
よ
る
保
険
給
付
の
申
請
）

第
七
条
　
整
備
法
第
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、

第
十
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
十
八

条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
申
請
を
し
よ
う
と

す
る
事
業
主
は
、
特
例
に
よ
る
保
険
給
付
申
請
書
（
別

記
様
式
）
を
、
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
労
働
基

準
監
督
署
長
（
以
下
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と

い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
保
険
料
の
徴
収
期
間
）

第
八
条
　
事
業
の
期
間
が
予
定
さ
れ
る
事
業
（
以
下
「
有

期
事
業
」
と
い
う
。
）
以
外
の
事
業
に
係
る
整
備
法
第

十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、

療
養
補
償
給
付
、
休
業
補
償
給
付
、
複
数
事
業
労
働
者

療
養
給
付
、
複
数
事
業
労
働
者
休
業
給
付
、
療
養
給
付

又
は
休
業
給
付
に
係
る
特
別
保
険
料
に
つ
い
て
は
当
該

保
険
給
付
が
行
わ
れ
る
期
間
（
傷
病
補
償
年
金
、
複
数

事
業
労
働
者
傷
病
年
金
又
は
傷
病
年
金
の
支
給
を
受
け

る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
療
養
補
償
給
付
、
複
数
事
業

労
働
者
療
養
給
付
又
は
療
養
給
付
に
つ
い
て
は
、
当
該

傷
病
に
係
る
療
養
の
開
始
後
三
年
を
経
過
す
る
日
の
属

す
る
月
の
末
日
ま
で
の
期
間
）
、
障
害
補
償
年
金
、
遺

族
補
償
年
金
、
傷
病
補
償
年
金
、
複
数
事
業
労
働
者
障

害
年
金
、
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
、
複
数
事
業
労

働
者
傷
病
年
金
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
又
は
傷
病
年

金
に
係
る
特
別
保
険
料
に
つ
い
て
は
十
三
年
（
療
養
の

開
始
後
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
に
傷
病
補
償
年

金
、
複
数
事
業
労
働
者
傷
病
年
金
又
は
傷
病
年
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
傷
病
補
償

年
金
、
複
数
事
業
労
働
者
傷
病
年
金
又
は
傷
病
年
金
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
日
か
ら
当
該
療
養
の
開
始

後
十
六
年
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
の

期
間
）
、
介
護
補
償
給
付
、
複
数
事
業
労
働
者
介
護
給

付
又
は
介
護
給
付
に
係
る
特
別
保
険
料
に
つ
い
て
は
当

該
介
護
補
償
給
付
に
係
る
障
害
補
償
年
金
若
し
く
は
傷

病
補
償
年
金
、
当
該
複
数
事
業
労
働
者
介
護
給
付
に
係

る
複
数
事
業
労
働
者
障
害
年
金
若
し
く
は
複
数
事
業
労

働
者
傷
病
年
金
又
は
当
該
介
護
給
付
に
係
る
障
害
年
金

若
し
く
は
傷
病
年
金
に
係
る
特
別
保
険
料
の
徴
収
期

間
、
障
害
補
償
一
時
金
、
遺
族
補
償
一
時
金
、
葬
祭

料
、
複
数
事
業
労
働
者
障
害
一
時
金
、
複
数
事
業
労
働

者
遺
族
一
時
金
、
複
数
事
業
労
働
者
葬
祭
給
付
、
障
害

一
時
金
、
遺
族
一
時
金
又
は
葬
祭
給
付
に
係
る
特
別
保

険
料
に
つ
い
て
は
当
該
保
険
給
付
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
つ
た
日
の
属
す
る
保
険
年
度
の
末
日
ま
で
と
す
る
。

２
　
有
期
事
業
に
係
る
整
備
法
第
十
九
条
第
一
項
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
又
は
第
十
八
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た

日
以
後
の
当
該
事
業
の
期
間
と
す
る
。

（
特
別
保
険
料
の
徴
収
方
法
）

第
九
条
　
徴
収
法
施
行
規
則
第
二
十
四
条
か
ら
第
三
十
条

ま
で
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
及
び
第
三

十
六
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
（
同
条
第
二
項
第
一
号

を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
整
備
法
第
十
九
条
の
特
別
保

険
料
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
徴

収
法
施
行
規
則
第
二
十
七
条
及
び
第
二
十
八
条
中
「
保

険
関
係
が
成
立
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
失
業
保
険
法
及

び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
五
号
。
以
下
「
整
備
法
」
と

い
う
。
）
第
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十

八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
十
八
条
の

三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付

が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
」
と
、
「
保
険
関
係
成

立
の
日
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
保
険
給
付
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
と
な
つ
た
日
」
と
、
徴
収
法
施
行
規
則
第
二
十

八
条
第
一
項
中
「
全
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
整
備
法
第

十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
八
条
の
二
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
十
八
条
の
三
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
と
な
つ
た
日
以
後
の
期
間
（
事
業
の
終
了
す
る

日
前
に
失
業
保
険
法
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴

収
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
労
働
省
令
の
整
備

等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
九

号
。
以
下
「
整
備
省
令
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
期
間

が
経
過
す
る
と
き
は
、
そ
の
経
過
す
る
日
の
前
日
ま
で

の
期
間
）
」
と
、
徴
収
法
施
行
規
則
第
三
十
二
条
中

「
第
二
十
七
条
か
ら
前
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
二

十
七
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
」
と
、
「
法
第
十
五
条
か

ら
法
第
十
七
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
五
条
及

び
第
十
六
条
」
と
、
「
そ
の
事
業
の
期
間
」
と
あ
る
の

は
「
整
備
法
第
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第

十
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
十
八
条

の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
給

付
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
日
以
後
の
そ
の
事
業

の
期
間
（
事
業
の
終
了
す
る
日
前
に
整
備
省
令
第
八
条

の
期
間
が
経
過
す
る
と
き
は
、
そ
の
経
過
す
る
日
の
前

日
ま
で
の
期
間
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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（
失
業
保
険
の
特
定
賃
金
月
額
に
係
る
被
保
険
者
に
つ

い
て
の
賃
金
日
額
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条
　
整
備
法
の
施
行
の
日
以
後
に
離
職
し
た
者
で
あ

つ
て
旧
失
業
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
特
定
賃
金
月
額
に

係
る
も
の
に
関
す
る
新
失
業
保
険
法
第
十
七
条
の
二
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る

最
後
の
六
箇
月
の
全
部
又
は
一
部
の
一
箇
月
内
に
当
該

特
定
賃
金
月
額
に
係
る
月
の
末
日
が
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
特
定
賃
金
月
額
を
当
該
特
定
賃
金
月
額
に
係
る
月

（
賃
金
の
支
払
の
基
礎
と
な
つ
た
日
が
な
か
つ
た
月
を

除
く
。
）
の
末
日
が
あ
る
一
箇
月
内
に
そ
の
者
に
支
払

わ
れ
た
賃
金
の
総
額
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
当
該
特
定

賃
金
月
額
に
係
る
月
の
う
ち
被
保
険
者
の
資
格
の
得
喪

の
あ
つ
た
月
に
係
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
当
該
月
に
係
る
特
定
賃
金
月
額
を
三
十
で
除
し
て

得
た
額
に
当
該
月
内
に
お
い
て
被
保
険
者
が
当
該
特
定

賃
金
月
額
に
係
る
被
保
険
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
期
間

の
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
当
該
期
間
内
に
そ
の
者
に

支
払
わ
れ
た
賃
金
の
総
額
と
み
な
す
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
の
新
失

業
保
険
法
第
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
当
該
特
定
賃
金
月
額
は
、
月
、
週
そ
の
他
一

定
の
期
間
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
の
額
と
み
な

す
。

（
失
業
保
険
の
特
別
保
険
料
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
一
条
　
旧
失
業
保
険
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
に

規
定
す
る
事
業
所
に
係
る
同
項
の
短
期
離
職
者
の
数

は
、
す
べ
て
新
失
業
保
険
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規

定
す
る
事
業
に
係
る
同
項
の
短
期
離
職
者
の
数
と
み
な

す
。

（
従
前
の
保
険
料
の
充
当
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
二
条
　
失
業
保
険
法
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の

徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整

備
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
四
十
七

号
。
以
下
「
整
備
令
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
の
規
定

に
よ
る
充
当
は
、
徴
収
法
の
施
行
の
日
の
属
す
る
保
険

年
度
の
概
算
保
険
料
又
は
未
納
の
労
働
保
険
料
そ
の
他

徴
収
法
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
つ
い
て
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２
　
都
道
府
県
労
働
基
準
局
労
働
保
険
特
別
会
計
歳
入
徴

収
官
（
以
下
「
都
道
府
県
労
働
基
準
局
歳
入
徴
収
官
」

と
い
う
。
）
又
は
都
道
府
県
労
働
保
険
特
別
会
計
歳
入

徴
収
官
（
以
下
「
都
道
府
県
歳
入
徴
収
官
」
と
い
う
。
）

は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
充
当
し
た
と
き
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
事
業
主
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
充
当
し
た
額

二
　
充
当
後
に
お
け
る
徴
収
法
の
施
行
の
日
の
属
す
る

保
険
年
度
の
概
算
保
険
料
又
は
未
納
の
労
働
保
険
料

そ
の
他
徴
収
法
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
額

（
帳
簿
の
備
付
け
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
二
条
の
二
　
労
働
保
険
事
務
組
合
の
う
ち
そ
の
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
長

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九

年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被

保
険
者
に
関
す
る
書
類
を
保
管
す
る
労
働
保
険
事
務
組

合
は
、
徴
収
法
施
行
規
則
第
六
十
八
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
当
該
保
管
す
る
書
類
に
係
る
被
保
険
者
が
雇

用
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第
三

号
の
帳
簿
を
備
え
て
お
く
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
管
轄
の
特
例
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
三
条
　
労
働
保
険
事
務
組
合
が
都
道
府
県
労
働
局
長

に
対
し
て
行
う
徴
収
法
施
行
規
則
附
則
第
二
条
第
一
項

及
び
第
三
条
第
一
項
（
雇
用
保
険
法
の
施
行
に
伴
う
労

働
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
年
労
働

省
令
第
六
号
。
次
条
に
お
い
て
「
雇
用
保
険
整
備
省

令
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
は
、

徴
収
法
施
行
規
則
第
六
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
当
分
の
間
、
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
労
働
保
険
事
務
組
合
が
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し

て
行
う
徴
収
法
施
行
規
則
第
六
十
四
条
第
一
項
及
び
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
届
書
の
提
出
は
、
徴
収
法
施
行
規

則
第
七
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分

の
間
、
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定

所
長
を
経
由
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
労
働
保
険
事
務
組
合
が
公
共
職
業
安
定
所
長
に
対
し

て
行
う
徴
収
法
第
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
、
徴
収
法
施
行
規
則
第
五
条
第
二
項
の
届
書
の
提
出

及
び
徴
収
法
施
行
規
則
第
七
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
は
、
徴
収
法
施
行
規
則
第
六
十
九
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
事
業
場
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
長
に
対
し
て
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

（
申
請
書
の
提
出
の
経
由
等
）

第
十
四
条
　
徴
収
法
施
行
規
則
第
七
十
八
条
第
一
項
及
び

第
八
十
条
の
規
定
は
、
第
一
条
及
び
第
三
条
第
一
項
並

び
に
雇
用
保
険
整
備
省
令
第
十
九
条
第
十
項
に
お
い
て

準
用
す
る
徴
収
法
施
行
規
則
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
従
前
の
労
災
保
険
の
保
険
料
等
に
関
す
る
事
務
の
所

轄
）

第
十
五
条
　
整
備
法
第
十
九
条
第
一
項
の
特
別
保
険
料
及

び
こ
れ
に
係
る
徴
収
金
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
は
、
都

道
府
県
労
働
局
歳
入
徴
収
官
が
行
う
。

２
　
整
備
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
と
さ
れ
る
保
険
料
、
特
別
保
険
料
そ
の
他
の
徴

収
金
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
は
、
都
道
府
県
労
働
局
歳

入
徴
収
官
が
行
う
。

３
　
整
備
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
と
さ
れ
る
報
奨
金
の
交
付
の
決
定
に
関
す
る
事

務
は
、
旧
労
災
保
険
法
第
三
十
四
条
の
七
第
三
項
の
労

災
保
険
事
務
組
合
で
あ
つ
た
徴
収
法
第
三
十
三
条
第
三

項
の
労
働
保
険
事
務
組
合
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
基
準
局
長
が
行
な
う
。

（
従
前
の
失
業
保
険
の
保
険
料
等
に
関
す
る
事
務
の
所

轄
）

第
十
六
条
　
整
備
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
保
険
料
及
び
こ
れ
に

係
る
徴
収
金
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
は
、
都
道
府
県
歳

入
徴
収
官
が
行
な
う
。

２
　
整
備
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
と
さ
れ
る
報
奨
金
の
交
付
の
決
定
に
関
す
る
事

務
は
、
旧
失
業
保
険
法
第
三
十
八
条
の
二
十
五
第
三
項

の
失
業
保
険
事
務
組
合
で
あ
つ
た
徴
収
法
第
三
十
三
条

第
三
項
の
労
働
保
険
事
務
組
合
の
主
た
る
事
務
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
が
行
な
う
。

（
一
般
保
険
料
の
額
の
算
定
等
に
関
す
る
特
例
）

第
十
七
条
　
徴
収
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事

業
以
外
の
事
業
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険
法
の
適
用
を
受

け
な
い
者
を
使
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業

を
労
災
保
険
に
係
る
保
険
関
係
及
び
雇
用
保
険
に
係
る

保
険
関
係
ご
と
に
別
個
の
事
業
と
み
な
し
て
一
般
保
険

料
の
額
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
事
業
に
係
る
一
般
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

は
、
当
該
事
業
で
あ
つ
て
労
災
保
険
に
係
る
保
険
関
係

に
係
る
も
の
に
つ
い
て
の
一
般
保
険
料
及
び
当
該
事
業

で
あ
つ
て
雇
用
保
険
に
係
る
保
険
関
係
に
係
る
も
の
に

つ
い
て
の
一
般
保
険
料
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
の
事
業
に

つ
い
て
の
一
般
保
険
料
の
う
ち
、
徴
収
法
第
十
二
条
第

一
項
第
一
号
の
労
災
保
険
率
に
応
ず
る
部
分
及
び
同
号

の
雇
用
保
険
率
（
そ
の
率
が
徴
収
法
第
十
二
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
さ
れ

た
率
）
に
応
ず
る
部
分
と
み
な
す
。

３
　
徴
収
法
施
行
規
則
第
七
十
一
条
の
規
定
は
、
第
一
項

の
事
業
に
使
用
さ
れ
る
労
働
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
事
務
の
所
轄
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
八
条
　
徴
収
法
施
行
規
則
第
一
条
第
三
項
第
一
号
の

一
元
適
用
事
業
で
あ
つ
て
労
働
保
険
事
務
組
合
に
労
働

保
険
事
務
の
処
理
を
委
託
し
な
い
も
の
の
う
ち
、
雇
用

保
険
に
係
る
保
険
関
係
が
成
立
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に

対
応
す
べ
き
労
災
保
険
に
係
る
保
険
関
係
が
成
立
せ

ず
、
又
は
確
認
さ
れ
な
い
事
業
に
つ
い
て
の
一
般
保
険

料
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
は
、
同
項
第
二
号
の
事
務
と

み
な
す
。
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別
記
様
式
（
甲
）

別記様式(甲) 

      (表面) 

労 働 者 災 害 補 償 保 険 

特例による保険給付申請書(業務災害及び複数業務要因災害用)  

①労 働 保 険 番 号 
府県所

掌 

管轄 基 幹 番 号 枝番号
  

                            

②
保 険 関 係 成 立

年 月 日 
  

③事 業 の 所 在 地   

④事 業 の 名 称   

⑤
申 請に 係る 労働
者 に関 する 事項 

  (裏面のとおり) 

  上記により特例による業務災害に関する保険給付又は複数業務要因災害に関する保険

給付を申請します。 

 

     年  月  日 

 

(郵便番号  ―  )電     
局 
番 

 

住 所                  

             事業主の 

氏 名                  
(法人のときはその名称及び代表者の氏名) 

 

      労働基準監督署長 殿 

 (日本産業規格A列4) 

 (裏面) 

労

働

者

の 

① 氏 名 (男 ・ 女)  

生 年 月 日 年   月   日(   歳)  

住 所   

職 種   

②
負 傷 又 は 発 病 の 年 月 日
及 び 時 刻 

年   月   日 午
前
後

時  分頃 

③傷 病 の 部 位 及 び 傷 病 名   

④現 認 者 の 職 名 ・ 氏 名 
 (職 名)  (氏 名) 

⑤平 均 賃 金 円      銭   

⑥災 害の 原因 及び 発生 状 況   

⑦療 養 補 償 の 実 施 経 過   

 〔注意〕  1．④欄は、災害発生の事実を確認した者(確認した者が多数あるときは最初

に発見した者)を記載すること。 

       2．⑤欄の平均賃金については、その算定内訳を休業補償給付又は複数事業

労働者休業給付の請求の例により別紙を付して記載すること。 

        

別
記
様
式
（
乙
）

別記様式(乙) 

      (表面) 

労 働 者 災 害 補 償 保 険 

特例による保険給付申請書(通勤災害用)  

①労 働 保 険 番 号 
府県所

掌 

管轄 基 幹 番 号 枝番号
  

                            

②
保 険 関 係 成 立

年 月 日 
  

③事 業 の 所 在 地   

④事 業 の 名 称   

⑤
申 請に 係る 労働
者 に関 する 事項 

  (裏面のとおり) 

  上記により特例による通勤災害に関する保険給付を申請します。 

 

     年  月  日 

 

(郵便番号  ―  )電     
局 
番 

 

住 所                  

             事業主の 

氏 名                  
(法人のときはその名称及び代表者の氏名) 

 

      労働基準監督署長 殿 

 

 (日本産業規格A列4) 

  (裏面) 

労

働

者

の 

① 氏 名 (男 ・ 女)  

生 年 月 日 年   月   日(   歳)  

住 所   

職 種   

②平 均 賃 金 円      銭 

③
負 傷 又 は 発 病 の 年 月 日
及 び 時 刻 

年  月  日 午
前 
後 

  時  分頃 

④災 害 発 生 の 場 所   

⑤
災 害 発 生 の 日 の
就 業 の 場 所 

  

⑥
災害発生の日の就業開始
の予定時刻又は就業終了
の時刻 

午
前 
後 

   時    分頃 

⑦
住 居 又 は 就 業 の 場 所
を 離 れ た 時 刻 

午
前 
後 

   時    分頃 

⑧

通 常 の 通 勤 の 経 路 及 び 方
法 並 び に 災 害 発 生 の 日 に
住 居 又 は 就 業 の 場 所 か ら
災 害 発 生 の 場 所 に 至 つ た
経 路 、 方 法 、 所 要 時 間 そ
の他の状況 

  

⑨災 害の 原因 及び 発生 状 況   

⑩傷 病 の 部 位 及 び 傷 病 名   

⑪療 養 の 経 過   

 〔注意〕  1．②の平均賃金については、その算定内訳を休業給付の請求の例により別

紙を付して記載すること。 

       2．⑥は、災害が出勤の際に生じたものである場合には就業開始の予定時刻

を、災害が退勤の際に生じたものである場合には就業終了の時刻を記載す

ること。 

       3．⑦は、災害が出勤の際に生じたものである場合には住居を離れた時刻を、

災害が退勤の際に生じたものである場合には就業の場所を離れた時刻を記

載すること。 

       4．⑧は、通常の通勤の経路を図示し、災害の発生場所及び災害の発生の日

に住居又は就業の場所から災害発生の場所に至つた経路を朱線等を用いて

わかりやすく記載するとともに、その他の事項についてもできるだけ詳細

に記載すること。 

       5．⑨は、どのような場所を、どのような方法で往復している際に、どのよ

うな物で又はどのような状況において、どのようにして災害が発生したか

を簡明に記載すること。 
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附
　
則

１
　
こ
の
省
令
は
、
徴
収
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
七

年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
の
各

年
度
に
お
け
る
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
第
十
二
条
第
五
項
」
と
あ
る
の

は
、
「
附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
徴
収
法
第
十
二
条
第
五
項
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
四
月
二
八
日
労
働
省
令

第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
三
月
二
六
日
労
働
省
令

第
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
四
八
年
一
一
月
二
二
日
労
働
省

令
第
三
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
八
十
五

号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
三
月
二
五
日
労
働
省
令

第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
雇
用
保
険
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
五

十
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
三
月
二
六
日
労
働
省
令

第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
改
正
法
の
施
行
の
日

（
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
五
月
二
三
日
労
働
省
令

第
二
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
三
月
一
日
労
働
省
令
第
六

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
労
働
省
令

第
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ

れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
月
三
一
日
労
働
省
令

第
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
地
方
分
権
推
進
整
備

法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政

令
の
規
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府
県

労
働
基
準
局
長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
が
行
っ
た
許

可
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
処
分
等
の
行

為
」
と
い
う
。
）
又
は
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行

の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ

に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
基
準
局

長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
許

可
等
の
申
請
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
の
行

為
」
と
い
う
。
）
で
、
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行

の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
地

方
分
権
推
進
整
備
法
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法

律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
規
定
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働

省
令
の
規
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府

県
労
働
局
長
が
行
う
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
地
方
分
権

推
進
整
備
法
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ

れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ

に
基
づ
く
労
働
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労

働
局
長
が
し
た
処
分
等
の
行
為
又
は
都
道
府
県
労
働
局

長
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
こ
の

省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の

規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申
請
等
の
行
為
で
、
こ
の
省

令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政

事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ

ぞ
れ
の
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ

れ
の
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為

又
は
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

省
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
又

は
職
員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
そ
の
他
の
手
続

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
こ
の
省
令
の
施
行

の
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相
当
規
定

に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
相
当
の
機
関
又
は
職

員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
項
に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の

と
み
な
し
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ

の
省
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
労
働
省

令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日

（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
九
月
二
九
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
〇
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
十
月

一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
五
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
三
〇
日
厚
生
労

働
省
令
第
一
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
厚
生
労
働
省

令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と

い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
二
七
日
厚
生
労
働
省

令
第
五
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
中
厚
生
労
働
省
関
係
石
綿
に

よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二

十
七
条
の
改
正
規
定
、
第
六
条
中
失
業
保
険
法
及
び
労

働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
労
働
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
第
十
三
条

第
二
項
及
び
第
三
項
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
の
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
七
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
七
月
一
七
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
九
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　

２
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改

正
後
の
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
及
び
労
働

者
災
害
補
償
保
険
特
別
支
給
金
支
給
規
則
の
規
定
は
、

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
発
生
す
る
負
傷
、
疾

病
、
障
害
又
は
死
亡
に
対
す
る
労
災
保
険
法
第
七
条
第

一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
給
付
に
つ
い

て
適
用
し
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
発
生
し
た
負

傷
、
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
規
定

に
掲
げ
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

３
　
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
失
業
保
険
法
及
び

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及

び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
労
働
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
発
生
す
る
負
傷
、
疾

病
、
障
害
又
は
死
亡
」
と
あ
る
の
は
「
発
生
す
る
負
傷

又
は
疾
病
（
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
二
年
法
律
第
十
四
号
）
附
則
第
二
十
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
失
業
保
険
法
及
び
労
働
者
災
害
補

償
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
労
働
保
険
の

保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律

第
八
十
五
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
後
整
備

法
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

又
は
第
十
八
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
発
生
し
た
負
傷

又
は
疾
病
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
発
生
し
た

も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
」
と
、
「
発
生
し
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た
負
傷
、
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
」
と
あ
る
の
は
「
発

生
し
た
負
傷
又
は
疾
病
（
改
正
後
整
備
法
第
十
八
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
十
八
条
の
三
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
省
令
の
施
行
の

日
前
に
発
生
し
た
負
傷
又
は
疾
病
が
こ
の
省
令
の
施
行

の
日
以
後
に
発
生
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
含

む
。
）
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
八
月
一
四
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
五
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働

省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と

い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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